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 ３年前に植樹したクヌギの木からポトンポトンと立派なドングリが落ちてきました。クヌギ

を手にして喜んでいるのは子どもだけではありません。私たち保育者も同じです。「うわ～」

と目を輝かせて上を見上げ、他に落ちてきそうなドングリはないかなぁと探しています。まだ

数は多くないものの念願だったドングリが拾える園庭に近づいていることを感じ、嬉しく思う

今年の秋です。さあ、ドングリで何して遊ぶ？秋は何だかワクワクする季節です。 

この３年間、コロナウイルス感染拡大により自粛していたお餅つき。釜戸でお米を蒸し、杵で餅をつく、そしてつきたてのお餅をみんなで

いただく。昔から伝わる年末行事の一つを少し早い時期ではありますが、子どもたちに見せたい！経験させたい！そんな思いから計画し、多

くの方の協力を得て実行することができました。 

4 年ぶりに登場した釜戸から立ち上る湯

気が、今日の活動の始まりを告げました。 

年末行事と言えばお餅つき。なんで…？ 
昔から祝いの際には餅が食べられていたそうです。正月の鏡餅をはじめ、ひな祭りには菱

餅、端午の節句には柏餅、投げ餅や牡丹餅など私たちは今でもたくさん餅を飾ったり、食し

たりしています。日本には稲作信仰というものがあり、稲は神が宿った神聖なものであると

考えられていました。稲から採れるお米は人々の生命力を高める食べ物であり、とりわけつ

いて固めるお餅や醸造して作るお酒は、その力が強いとされていました。そのため、お正月

に限らず結婚式や家の新築祝いなど祝いの際には餅をついて食べ、子孫繁栄や丈夫な体を願

ったそうです。また餅つきは一人ではできないことから、みんなの連帯感を高め、喜びを分

かち合うという社会的意義も含まれていたようです。 

諸説あるようですが、私たちはこんな時代だからこそ『健康』と『平和』を祈りながら取

り組みたいと思いました。 

餅つきでは、たくさんの人との交流が生ま

れます。企画してよかったなぁと感じたこの

瞬間。子どもを中心に保護者と保育者、お手

伝いに集まってくださった学園理事の方々、

そして懐かしい卒園生と卒園生のお母さん、

さらに今回は西遠女子学園のお姉さんも集

まってくださいました。 

雰囲気に慣れてきた子どもたちから元気な掛け声が聞こえるようになりました。

緊張がほぐれ、一気に連帯感が高まります。 

見て楽しい！やって楽しい！お餅つき。そして… 

毎回好評のお味噌汁も召し上がれ！ 

今回は 14 種類のお野菜が集まりました。 

つきたてのまだ温かいお餅を

みんなでいただきました。 

 

 
んん～ 

きな粉醤油がやめられない！ 

園庭も衣替え。砂場上の葦簀を外しまし

た。日差しを心地よく感じる季節はいつ

来るのやら…？ 

隣りの蒲神明宮に落ち葉集めに行

きました。落ち葉と米ぬか、土を

サンドしていき水を撒いて、発酵

を促します。ミミズやダンゴムシ

が大活躍！よろしく頼むよ！ 

『初めまして』が活動を通して

『顔見知り』に。これも園庭プ

ロジェクトのいいところです。 
裏面にもつづきます     



 

 

３月の作業では、土山作りに取り組みたいと考えています。そこで、畑や庭作りで使用する小

さめの油圧ショベルをお持ちの方、またその操縦ができる方を募集しています。ご家族・ご親

戚・お知り合いの方で力を貸してくださる方がいらっしゃいましたら、おたよりポストでお知ら

せください。よろしくお願いします。 

次回の園庭プロジェクトは、3 月 22 日（金）・23 日（土）の２日間行います。ご家庭の都

合に合わせてご参加いただいて構いません。また、みんなで楽しく過ごしましょう！年が明

けましたら申し込み用紙を配布いたします。是非、ご参加ください！ 

今回お世話になった皆さんです。園庭プ

ロジェクトは、『園つくり』ならぬ『縁つく

り』。特に今回は、作業を通して、餅つきを

通して、また新たなつながりができました。

この出会いを大切に、これからも楽しく作

業を進めていきます。参加してくださった

皆様、本当にありがとうございました。そし

て、これからもよろしくお願いします。 

幼稚園の子どもたちが無意味なケ

ガをしないよう小学生が丁寧に磨い

てくれました。頼もしくなった卒園

生たちに感謝です。 

子どもの視線でメンテナンスし

ていくことも大事だと感じまし

た。子どもが作業に加わると安

全チェックも高まります。 

春に咲く花の種まきをしまし

た。「どんな色の花が咲くのか

な？」「どんな形の芽が出てくる

のかな？」みんなで春まで待ち

ましょう。色とりどりの花が咲

く園庭を夢見ながら…。 

小さな手で黙々と。お手伝

いも遊びの一つ。大人と一緒

のことができる喜びも感てい

ることでしょう。 

子どもたちが毎日せっせせっせ

と運び出した砂を、砂場にせっせ

せっせと戻しました。園庭プロジ

ェクトでは、欠かせない作業で

す。 

おやおや？ここでは砂遊びが

始まっています。まあ、いい

でしょう。保護者に子どもが

園庭で遊ぶ様子を傍で見て感

じてもらうのもこのプロジェ

クトの目的の一つです。 

今回は大掛かりな作業はありませんでしたが、みんなでコ

ツコツと取り組み、子どもたちが遊ぶ園庭の環境を整えて

いきました。自分たちで作る私たち自慢の園庭。作業を通

して、たまに遊びにいく公園と毎日過ごす園庭との違いを

感じてもらえたら嬉しいです。 


